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亞砒 酸 中毒 死 家 兎 ノ死 體分 解 ニ就 テ

岡 山 醫 科 大 學 法 醫 學 教室

入 江 恒 久

[昭和17年7月9日 受稿]

第1章 緒 論

曾 テ怡 土,桃 井,西 崎1)2)3)4)等 ハ 家 兎 死體 ヲ

以 テ死 體 分解 ノ進 行 ヲ時 間 的 ニ研 究 シ,氣 温 ヲ考

慮 セバ臟 器 殘 餘 窒 素 量 ガ死後 經 過 時 間 ノ推 定 ニ資

シ得 ラル ル コ ト ヲ強調 シ,更 ニ西 崎 ハ 剖 檢死 體 ニ

ツキ臟 器殘 餘 窒 素 量 ガ當 該 死體 ノ死 後 經 過時 間 ノ

推 定 ニ有 力 ナ ル資 料 ヲ提 供 スル コ トアル ベ キ ヲ證

明 シ5)重 信6)7),太 田8),西 崎5)等 ハ 死 因 ト死體 分

解,殊 ニ其 ノ殘餘 窒 素 量 トノ關係 ニ ツ キ テ實 驗 シ,

桃井9)ハ 死體臟器ノ硫黄量及ビ燐量 ト死後經過時

間 トノ關係 ニ ツ キ,谷 澤10)ハ 硫酸,燐 酸 及 ビ硝 酸

量 ト死後 經 過 時 間 トノ關 係 ニ ツキ研 究 シ タ リ.

已 ニ重信,太 田,西 崎 等 ガ 實 驗 セ ル 如 ク,又

W. Sonderegger11)ガ 云 ヘル 如 ク,死 體 分解 〓速

度 ハ死 因 ニ影響 セ ラル ル モ ノニ シ テ,重 信 ハ亞 砒

酸 中毒 死 家兎 肝臟 ノ分 解 ガ對 照 ニ比 シ テ遲延 スル

ヲ認 メタル ガ,爾 餘 ノ臟 器 ニ ツキ テハ 實 驗 ヲ行 ハ

ザ リキ〓 依 ツテ余 ハ亞 砒 酸 中毒 家 兎 死體 ノ臟 器 ニ

ツキ殘 餘 窒 素 量 ヲ季 節 別 ニ即 チ氣 温 ヲ考慮 シ テ測

定 シ,死 後 經 過時 間 トノ關 係 ヲ窺 ヒタ リ.

亞砒 酸 或 ハ砒 素 化 合 物 ニ因 ル 中毒 及 ビ中毒 死 ハ

其 ノ 自爲 的,他 爲 的或 ハ 偶 發 的 タル ヲ問 ハ ズ往 昔

ヨ リ屡 々之 レ有 リテ 中毒 及 ビ中毒 死 ノ重 要 ナ ル部

分 ヲナ シ,今 日 ニ於 テモ 其 ノ跡 ヲ絶 タズ.大 量 ノ

亞砒 酸 ハ 蛋 白 質 自家融 解 ヲ抑 制 シ,少 量 ハ 促 進 シ

(怡 土12), Rona, Mislowitzer及 ビSeidenberg13)),

殊 ニ或 種 ノ黴 ハ 亞砒 酸 ノ少 量 ノ存 在 ニ依 リテ發 育

スル モ,一 般 細 菌 ノ發 育 ニ對 シ テハ 抑 制 的 ニ作 用

スル モ ノ ノ如 シ(Abel及 ビButtenberg14)).又 亞

砒酸 中毒 死 體 ガ往 々木 乃 伊 化 スル コ トア ル ハ(v.

Hofmann15))周 知 ノ事 實 ナ リ.

第2章 實驗動物竝ニ實驗方法

實 驗 動 物 トシテ ハ 可 及的 體 重 ノ相等 シキ成 育 家

兎 ヲ用 ヒ,試 驗 前數 日間一 定 食 餌 ニ テ飼 育 シ,24

時 間絶 食 セ シ メタル後,體 重1.0kgニ 對 シ0.1g

ノ無 水 亞 砒 酸 ヲ1%「 炭 酸 ソー ダ」溶 液 ニ溶 解 セ シ

メ,消 息 子 ニ據 リテ 胃 中 ニ送 入 シ タ リ.亞 砒 酸 ヲ

與 ヘ ラ レ タ ル家 兎 ハ 服 用 後數 十 分 ニ シ テ 呼 吸 頻

迫,口 唇 「チ ア ノーゼ」,劇 烈 ナル 「コ レラ」樣 下痢

ヲ催 シ,四 肢 ノ痙攣 ヲ起 シ,2-3時 間 ニ シ テ遂 ニ

死 亡 スル ヲ常 トス.對 照家 兎 トシ テハ 上 記 ト略 ボ

同大 ナ ル家 兎 ヲ同 樣 ニ飼 育 シ タル後,空 氣 栓塞 ニ

テ致 死 セ シ メ,之 等 中毒 及 ビ對 照 家 兎 死體 ヲ一 定

ノ場 所 ニ置 キ,蠅 等 ノ飛來 ヲ防 ギ,温 度,濕 度 及 ビ

氣壓 ヲ觀 測 シ,死 直 後 及 ビ一 定 期 間 經 過 後 ニ夫 々

死體 ヲ剖 檢 シ,頭 腔 ヨ リハ腦 髓 ヲ,胸 腔 ヨ リハ 肺

臟 ヲ,腹 腔 ヨ リハ肝臟 ヲ,更 ニ後 腹 壁 組 織 ヨ リ腎

臟 ヲ剔 出 シ,其 ノ各 一 定量 ニMerk製 海 砂 ヲ加 ヘ

テ磨 碎 シ,Schenk氏 法 ニ テ除蛋 白 シ,濾 液 ノ總

窒 素 量 ヲKjeldahl氏 法 ニ據 リテ 定量 セ リ.

第3章 實驗成績

第1節 春季ニ於ケル實驗
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本 實驗 ハ室 温11-22℃,濕 度40-90%,氣 壓

754.3-779.5mmHgニ 於 テ行 ヒ,死 後3週 間迄

4臟 器 ノ殘餘 窒 素 量 ヲ測 定 シ得 タ リ.同 一經 過時

間 ニ於 テ4臟 器 殘 餘 窒 素 量 百分 率 ヲ比 較 スル ニ,

亞 砒 酸 中毒 死 家兎 死 體 ノ夫 レハ對 照 ノ夫 レヨ リモ

遙 ニ少 ク,即 チ前 者 ニ於 テ死體 臟 器 蛋 白質 ノ分 解

進 行 ガ緩 慢 ナ ル事 ヲ示 セ リ.次 ニ4臟 器 殘餘 窒 素

量 百 分 率 ノ總 和 ハ勿 論 死後 經 過 時 日 ト共 ニ増加 ス

ル モ之 ヲ等 シキ經 過 時 間 ニ於 ケル 對 照 ノ夫 レ ト比

較 スル ニ,對 照 ヲ100ト セ バ,亞 砒 酸 中毒 死家 兎

死 體 ニ於 テハ死 後3日 ハ對 照 ノ84.6%,死 後1週

間 ハ 同 ジ ク77.4%,死 後2週 間 ハ 同 ジク69.9%,

死 後3週 間 ハ 同 ジ ク57.3%ニ シ テ 分解 進行 ハ對

照 ノ約 半 バ ニ近 ク,死 後 一定 期 間 ハ經 過時 間 ノ進

ム ニ從 ヒ,亞 砒 酸 中毒 死 家 兎死 體 臟 器 ノ分 解 ハ對

照 ニ比 較 シ テ甚 シ ク抑 制 セ ラル ル ヲ認 メ,肉 眼 的

所 見 亦 コ レ ニ合 適 セ リ(附 表 第1表 ― 第12表 參

照).

第2節 夏 季 ニ於 ケ ル實 驗

本 實 驗 ハ氣 温 高 キ候 ニ於 ケル死 體 現 象 ヲ窺 ハ ン

ガ タ メニ行 ヒタル モ ノ ニシ テ,對 照 ハ 死後5日 迄,

亞 砒酸 中毒 死 家 兎 死體 ハ10日 迄 夫 々4臟 器 殘 餘

窒 素量 ヲ測 定 シ得 タ リ.斯 ノ如 ク亞 砒酸 中毒 死 家

兎 死體 ニ於 テ ハ對 照 ヨ リモ長 期 ニ亙 リテ臟 器 殘 餘

窒 素量 測定 ノ可能 ナ リシハ 死 體分解 ガ前 者 ニ就 テ

後 者 ヨ リモ甚 シク遲 延 セ ル ヲ先 ヅ推 セ シ ム ル モ ノ

ナ ル ガ,臟 器 殘餘 窒 素 量 ニ ツ キ テ觀 察 ス レバ之 ヲ

數 量 的 ニ認 メ得 ラル ル ナ リ.即 チ亞 砒 酸 中毒 死 家

兎 死體 ノ4臟 器殘 餘窒 素 量 百 分 率 ノ總 和 ハ死 後1

日 ニ於 テ對 照 ノ76.3%ヲ 示 シ,死 後3日 ハ33.2%

死 後5日 ハ51.3%ニ シ テ夏 季 ニ於 テ モ死 後 一定 期

間 ハ亞 砒 酸 中毒 死 家 兎 死 體 ノ分解 ガ 著 明 ニ抑 制 セ

ラル ル ヲ認 ムベ ク,夏 季 ノ5日 ニ於 ケ ル値(568.1)

ハ春 季 實 驗 ニ於 ケ ル對 照 家 兎 死體 ノ3週 間 ヲ經 過

セル モ ノ(424.2)ヨ リモ 大 ナル數 値 ヲ示 セル ハ 注

目 ニ價 スベ シ(附 表 第14表 ― 第23表 參 照).

第3節 冬季ニ於ケル實驗

本實驗ハ氣温ノ低キ候(15度 乃至零下2度,第

47表)ニ 行 ヒタルモノニシテ亞砒酸中毒死家兎及

ビ對照家兎死體ハ何 レモ死後70日 迄臟器殘餘窒

素量ヲ測定シ得ラレ,從 ツテ一般ニ死體分解ノ進

行ガ極 メテ緩慢ナルハ主 トシテ氣温ノ關係上云フ

マデモナキトコロナリ.等 シキ死後經過時間ニ於

テ中毒死及 ビ對照兩死體 ノ臟器殘餘窒素量百分率

總和ヲ比較 スルニ其ノ差ハ甚ダ僅微 ニシテ兩死體

ニ於ケル分解ニ大差ナク即チ死後1日 ニ於テハ亞

砒 酸 中毒 死 家 兎 ノ夫 レハ 對 照 ノ夫 レノ99.4%,死

後3日 ハ87.5%,死 後1週 間 ハ102.8%,死 後2週

間 ハ115.6%ヲ 示 シ,死 後70日 迄觀 察 シ タル本 實

驗 ニ於 テ此 ノ2期 間 ニ於 ケル 値 ノ ミガ對 照 ニ比 シ

テ稍 々多 ク,余 ハ何 レモ少 シ.即 チ死後20日 ハ

對 照 ノ87.6%,死 後30日 ハ73.3%,死 後40日 ハ

86.1%,死 後50日 ハ83.3%,死 後60日 ハ87.4%,

死 後70日 ハ87.9%ヲ 示 シ,日 ヲ追 ツテ分 解抑 制

ノ強 ク ナル 如 キ傾 向 ヲ認 メズ(附 表 第25表 ― 第

46表 參 照).

第4章 總 括

敍上ノ實驗ニ於ケル亞砒酸中毒死及ビ對照ノ家

兎死體4臟 器殘餘窒素量百分率總和ヲ比較ニ便ナ

ル爲 メ各季節別ニ圖示セバ第49乃 至第51表 ニ見

ル如ク,又 各總和 ト氣温 トノ關係及 ビ死後變化率

ヲ求ムレバ第48表 ニ示サルル如シ.即チ夏季及ビ

春季ニ於テハ等シキ死後經過時間ニ於ケル亞砒酸

中毒死及ビ對照兩家兎死體 ノ臟器殘餘窒素量百分

率總和ハ極 メテ顯著ナル差違 ヲ示シ,肉 眼的所見

亦之ニ合適シ,冬 季ニ於テハ兩者ノ間ニ著シキ差

違ヲ認 メザルガ,亞 砒酸中毒死家兎ノ臟器殘餘窒

素量百分率總和ハ對照家兎ノ夫 レヨリモ殆 ド常ニ

小ナリ.冬 季實驗ノ初期,即 チ死後1週 間乃至2

週 間ニ於テ亞砒酸中毒死家兎 ノ臟器殘餘窒素量ガ

對照ヨリモ僅ニ多クナ レルガ,之 ハ恐ラク各季ノ

死體分解 ニ先ヅ主タル役割 ヲ演ズル自家融解ガ亞
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亞砒酸中毒死家兎ノ死體分解ニ就テ 1555

砒酸 ニヨリテ多少促進セラレタルニ因ルモノナラ

ント考ヘラル.

今,春 季死後3週 間ノ亞砒酸中毒死家兎死體4

臟器殘餘窒素量百分率總和ハ死後10日 ニ於 ケル

對照家兎死體 ノ4臟 器殘餘窒素量百分率總和(推

定)ニ略々等シク.夏 季 ニ於テ死後10日 ノ亞砒酸

中毒死家兎死體4臟 器殘餘窒素量百分率總和ハ死

後4日(推 定)ニ於ケル對照家兎ノ夫 レニ,冬 季ニ

於 ケル死後70日 ノ亞砒酸中毒死家兎臟器殘餘窒

素量百分率總和ハ春季死後3週 間ノ夫レニ,或 ハ

夏季ニ於ケル死後4日 ノ夫 レニ(推定)略 々近シ.

又夏季死後1日 ノ夫 レハ春季死後5日(推 定)或 ハ

冬季死後10日 ノ夫 レニ(推 定)略 ボ匹敵シ,以 テ

春夏冬ニ於 ケル亞砒酸中毒死體變化ノ程度 ヲ大體

推シ得ベク,此 ノ關係ハ對照家兎ニ於テモ大略近

キ成績 ヲ示セリ.

次 ニ對照家兎死體各臟器ノ死後變化率(殘 餘窒

素量ノ追日的増加率)ヲ 見ルニ,死 體4臟 器中,

肝 臟 ハ 各季 節 ヲ通 ジ テ最 モ 著 シ キ ニ反 シ,亞 砒 酸

中毒 家兎 死體 ノ夫 レハ反 對 ニ シ テ其 ノ分解 作 用 ガ

緩 慢 ナ ル ハ所 謂Giftfilterト シ テ肝 臟 ニ比 較 的 多

量 ノ砒 素 ヲ固 定 スル ニ因 ル モ ノナル ベ シ(重 信7))

第5章 結 論

1) 亞砒酸中毒死家兎死體及ビ空氣栓塞死家兎

死體(對 照)ノ分解ヲ臟器殘餘窒素量ニヨリテ追日

的ニ比較 スルニ,前 者 ノ分解ハ4季 ヲ通ジテ緩慢

ナリ.

2) 春季 及ビ夏季ニ於テハ兩者 ノ差ハ著明ナル

ガ,冬 季ニ於 ケル分解ハ比較的ニハ緩慢ナルモ差

ハ著シカラズ.

本 研究 ニハ文 部 省 科 學 研究 費 ノ補 助 ヲ受 ケ

タル故 ニ茲 ニ記 シ以 テ謝意 ヲ表 ス.

55



1556 入 江 恒 久

春 季ニ於 ケル實驗

第1表 空氣栓塞死家兎(死 直後)

第2表 亞砒酸中毒死家兎(死 直後)

第3表 空氣栓塞死家兎(死 後24時 間)

第4表 亞砒酸中毒死家兎(死後24時 間)

第5表 空氣栓塞死家兎(死 後3日)

第6表 亞砒酸中毒死家兎(死 後3日)

第7表 空氣栓塞死家兎(死 後7日)

第8表 亞砒酸中毒死家兎(死 後7日)
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第9表 空氣栓塞死家兎(死 後14日)

第10表 亞砒酸中毒死家兎(死後14日)

第11表 空氣栓塞死家兎(死 後21日)

第12表 亞砒酸中毒死家兎(死後21日)

第13 表

夏季ニ於ケル實驗

第14表 空氣栓塞死家兎(死 直後)

第15表 亞砒酸中毒死家兎(死 直後)
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第16表 空氣栓塞死家兎(死後24時 間)

第17表 亞砒酸中毒死家兎(死後24時間)

第18表 空氣栓塞死家兎(死 後3日)

第19表 亞砒酸中毒死家兎(死 後3日)

第20表 空氣栓塞死家兎(死 後5日)

第21表 亞砒酸中毒死家兎(死 後5日)

第22表 亞砒酸中毒死家兎(死 後7日)

第23表 亞砒酸中毒死家兎(死後10日)
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第24 表

冬季ニ於ケル實驗

第25表 空氣栓塞死家兎(死 直後)

第26表 亞砒酸中毒死家兎(死 直後)

第27表 空氣栓塞死家兎(死後24時 間)

第28表 砒酸中亞毒死家兎(死後24時 間)

第29表 空氣栓塞死家兎(死 後3日)

第30表 亞砒酸中毒死家兎(死 後3日)

第31表 空氣栓塞死家兎(死 後7日)
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第32表 亞砒酸中毒死家兎(死 後7日)

第33表 空氣栓塞死家兎(死後14日)

第34表 亞砒酸中毒死家兎(死後14日)

第35表 空氣栓塞死家兎(死 後20日)

第36表 亞砒酸中毒死家兎(死後20日)

第37表 空氣栓塞死家兎(死後30日)

第38表 亞砒酸中毒死家兎(死後30日)

第39表 空氣栓塞家兎(死 後40日)
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第40表 亞砒酸中毒死家兎(死後40日)

第41表 空氣栓塞死家兎(死 後50日)

第42表 亞砒酸中毒死家兎(死後50日)

第43表 空氣栓塞死家兎(死 後60日)

第44表 亞砒酸中毒死家兎(死後60日)

第45表 空氣栓塞死家兎(死 後70日)

第46表 亞砒酸中毒死家兎(死後70日)
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第47表

第48表 4臟 器殘餘窒素量總和( )括 孤内ハ死後變化率
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第49表 第50表

第51表
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 Uber Leichenzersetzung bei den durch Arsenvergiftung 

gestorbenen Kaninchen.

Von

 Tsunehisa Irie.

Eingegangen am 9. Juli 1942.

   Der zeitliche Verlauf der Leichenzersetzung wird durch mehrere Faktoren beein-

flusst, bei denen die Todesursachen eine wichtige Rolle spielen. Um den Einfluss der 

 Arsenvergiftung auf die Leichenzersetzung experimentell zu untersuchen, hat Verfasser 

den Reststickstoffgehalt der Leicheneingeweide sowohl bei den an Arsenvergiftung ge-

storbenen ais auch bei den durch Luftembolie getoteten (Kontrolle) Kaninchen in einer 

bestimmten Zeiten nach dem Tode festgestellt und die beiden Ergebnisse verglichen. Bei 

diesen Versuchen, die im Fruhling, Sommer und Winter ausgefuhrt wurden, war der Rest-

stickstoffgehalt der Leicheneingeweide der Arsenkaninchen bei gewisser postmortater 

 Zeitdauer im allgemeinen kleiner als der der Luftemboliekaninchen. Die Differenz des 

 Organreststickstoffes der beiden Kaninchenleichen bei gleichen postmortalen Zeiten im 

 Fruhling und Sommer war deutlich, wenn auch im Winter weniger deutlich, woraus man 

schliessen kann, dass die postmortale Zersetzung bei der Kaninchenleiche, die an Arsen-

vergiftung gestorben war, eine gewisse Zeitdauer nach dem Tode langsamer stattfindet als 

bei der durch Luftembolie getoteten. (Autoreferat)
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